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株式会社ガスター

第５回
化学物質管理とリスクコミュニケーション



2

目次

１．会社概要

２．化学物質削減・粉体塗装導入への道

３．化学物質管理体制

４．塗装方式変更による化学物質削減

５．化学物質の削減実績

６． リスクコミュニケーション

７．化学物質が及ぼす地域環境への影響



3

１．１．会社概要会社概要
所在地： 神奈川県大和市深見台3-4

設 立： 1959年8月17日

資本金： 24億5千万円

株 主： 東京ガス株式会社

リンナイ株式会社

株式会社ＩＮＡＸ

代表者： 代表取締役社長

中西 誠一

従業員数： 989名（2008年7月現在）

販売高： 297億円（2007年度）

事業内容： 給湯事業

空調事業

住設事業

ＴＥＳ事業
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１１..--22 ＜大和本社工場＞＜大和本社工場＞

住宅地の真中で生産しています住宅地の真中で生産しています

・工場従業員 ：610人（2008年7月）

・敷地面積： 17,358㎡（5,260坪）

・建築面積： 21,120㎡（6,400坪）

・生産品目： 給湯暖房器、風呂給湯器、給湯器、BF型ふろ釜

・生産数量： 28,5万台（‘07年度実績）
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2号棟
（2階）

事務棟
（4階）

試験棟
（3階）

工場（１号棟）

風洞棟
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（２階） ６０ｍ
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Ｎ

緑地

検査棟

18m
塗装
×35m

第一種低層住居専用地域

第
一
種
住
居
地
域

■敷地 ： １７，４００㎡（５，２６０坪）
■建物 ： ２１，０００㎡（６，４００坪）

排
水
処
理

１１..--33 ガスター大和本社工場の配置ガスター大和本社工場の配置

準工業地域

東京ドーム
の1/３強
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１１..--44 給湯器のできるまで給湯器のできるまで

6
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２．２．化学物質削減・粉体塗装導入への道化学物質削減・粉体塗装導入への道

化学物質に係る法規制遵守

ＩSO１４００１（PRTR）・グリーン調達
化学物質管理

労働安全衛生
使用管理

ＩSO９００１
品質管理

ガス温水機器・生産活動

給湯器のケース塗装
環境負荷高

近隣様の臭気苦情：
件数は少ないが、
みんな感じている

行政
神奈川県環境農政部大気水質課
大和市環境部環境保全課

リスクコミュニケーション
改善説明

相互理解塗装設備更新
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有機溶剤の大気排出濃度の推移（煙突）
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０１年度 ０２年度 ０３年度 ０４年度 ０５年度 ０６年度

トルエン

キシレン

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

【ppm】
県基準

ﾄﾙｴﾝ 100ppm以下

ｷｼﾚﾝ 150ppm以下

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 5ppm以下

測定地点 許容臭気指数 結果 判定

旧 塗装ブース煙突 ２８ ３１ 要是正

2005年4月大和市告示にて、悪臭防止法に基づく臭気指数による規制値が始まる

２２..--2 2 煙突から排出されていた煙突から排出されていた化学物質化学物質
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２００７年１～２月 塗装設備を粉体塗装に更新決定

環境方針に「化学物質使用削減」を加える

塗装臭気苦情が２０００年頃から寄せられるようになった。

２００１～２００７年 の対応
(1)塗着効率向上 ３５％⇒５０％
(2)洗浄シンナー空噴き廃止（回収）
(3)消臭剤投入・煙突位置変更などを実施
(4)水性塗料、脱臭装置や粉体塗装設備の検討

２００８年３～７月 粉体塗装設備導入・設備改善

２００７年３月 リスクコミュニケーション開催・問題明確化と説明

２００８年９月 リスコミ・フォローアップ開催・相互理解

２２..--3 3 重点対策による化学物質削減の経緯重点対策による化学物質削減の経緯

取扱量

排出量

移動量

１４００１
環境目標で設定

ト
ル
エ
ン

キ
シ
レ
ン

エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

重
点
削
減
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３３.. 化学物質管理体制化学物質管理体制

マネジメントシステムISO14001，ISO9001

安全衛生委員会

生
産
本
部
長

環境管理委員会
ISO14001

製造部
各GM

品質管理委員会
ISO9001

社
長 品

質
管
理

責
任
者

総
括
安
全
衛

生
管
理
者

生産技術部
各GM

開発設計部
各GM

その他部署
各GM

GM：ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ

環
境
管
理

責
任
者

中期(3年)計画
単年度計画
に基づき
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３３..--22 化学物質管理のしくみ化学物質管理のしくみ

マネジメントシステム・ISO14001 、 ISO9001

労働安全衛生管理

環
境
保
全
実
務
規
則

P
R
T
R
管
理
手
順

グ
リ
ー
ン
調
達
基
準

工場生産活動
製造工程
設備

製品開発活動
設計
実験

安全衛生パトロール

環
境
内
部
監
査

購買活動

外部コミュニケー
ションにおける指摘
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(

1)

新
規
購
入
時
の
届
出

(

2)

作
業
標
準
作
成

(

3)

安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
等
運
用
チ
ェ
ッ
ク

新規化学物質
購入・運用

３３..--3 3 化学物質管理の流れ化学物質管理の流れ

PRTR対象製品
取扱量の把握

化学薬品
染料
高圧ガス
塗料
接着剤
溶剤
ｅｔｃ．

購
入
決
定
・環
境
影
響
評
価

①
年
間
購
入
量
の
把
握
と
報
告

②
年
度
末
在
庫
量
の
把
握
と
報
告

③
移
動
量
・排
出
量
の
把
握
と
報
告

新規化学物質
購入前検討

管理対象化学物質
「第１種指定化学物質」
「特定第１種指定化学物質」

①購入を検討す
る全ての化学物
質についてＭＳ
ＤＳを入手
②ＭＳＤＳは購
入部署に原本、
事務局に副本を
保持する

問
題
点
は
環
境
管
理
委
員
会
審
議

①溶剤保管(危険物倉庫)
②溶剤調合・希釈
③ﾌﾞｰｽ清掃
④廃ｼﾝﾅｰ運搬

今回軽減された有害性評価
ﾗﾝｸⅠ～Ⅴ
ﾘｽｸ評価
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３３..--44 現場の化学物質管理現場の化学物質管理

労働安全委員会による安全衛生パトロール・定期巡視
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臭気指数27くらいの
排気が出ていました。

約
25t
/年
の
塗
料
カ
ス
を
捨
て
て
い
ま
し
た。

電着塗装と、電着焼き付け炉で電気・ガスをたくさん使っていました

750℃

４４.. 塗装方式変更による化学物質の削減塗装方式変更による化学物質の削減
旧・塗装ラインの概要・塗装ラインの概要
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有機溶剤使用せず
ブース排気は出ないので
臭気は発生しません

リサイクルするので塗料カス
はほとんど出ません ガス電気使用量減少でCO2排出

年間30%、400ｔ削減!

750℃

４４..--22 塗装方式変更による化学物質の削減塗装方式変更による化学物質の削減
新新・塗装ラインの概要・塗装ラインの概要
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単位
旧・溶剤式
塗装設備時

新・粉体式
設備導入後

削減量 削減率

 有害化学物質

（シンナー等）

 ＰＲＴＲ法 取扱い量
（大和工場全体）

Ｋｇ／年 30,200 1,500 28,700 95%

 廃棄物
（塗料カス

ブース廃液等）

 排出量
（大和工場全体）

Ｋｇ／年 467,000 115,000 352,000 75%

ｔ-ＣＯ2／年 5,620 5,220 400 7%

 塗装・ＣＯ2排出量 ｔ-ＣＯ2／年 1,230 830 400 30%

 塗装・電力使用量 ＫＷＨ／年 767,180 396,480 370,700 48%

 塗装・ガス使用量
　　　　１３Ａ

ｍ3／年 322,300 253,500 68,800 21%

＊電力のＣＯ2排出削減係数は、ガス協会推奨の０．６９ｋｇ－ＣＯ2／ＫＷＨで算定

項目

（大和工場全体）・ＣＯ2排出量

新
・
旧
塗
装
設
備

間
の
比
較

４４..--33 粉体塗装設備導入の判断（計画）粉体塗装設備導入の判断（計画）

コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

臭
気
撲
滅
判
断
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４４..--44 旧・塗装設備の塗装ブース旧・塗装設備の塗装ブース

溶剤塗料による噴霧塗装（ロボット）

17
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全自動粉体塗装ブースの概観

新・粉体塗装設備 焼付け炉

粉体標準色リサイクル用回収装
置９５％以上粉対塗料をリサイク
ルします

４４..--55 新・粉体塗装設備新・粉体塗装設備

粉
体
塗
料
を
吹
付
け
る
全
自
動

ブ
ー
ス
の
レ
シ
プ
ロ
塗
装
機
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化学物質排出量
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５５. . 化学物の質削減実績化学物の質削減実績

ＰＲＴＲ報告化学物質の
取扱量・排出量・移動量
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※ ‘０８年度は4～12月実績に基づく年間推定値

‘０８年度は対’０７年比９５％以上削減の
見込み

※
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新・旧塗装設備　電力量　比較
【平均７４％減】
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新・旧塗装設備　純水装置給水量　比較
　【平均７２％減】
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新・旧塗装設備間の
省エネ面での比較
（2008年4～12月実績値）

５５..--22 その他環境改善
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大和工場全体の廃棄物・ＣＯ2排出量の削減
（2008年4～12月実績に基づく年間予測値）
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５５..--33 その他環境改善
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有機溶剤塗料式⇒塗料カス廃棄 ：約３０ｔ／年

有機溶剤塗料式⇒塗装ブース清掃廃液 ：約１９７ｔ／年

塗料カス 溶剤塗装ブース廃液

有機溶剤塗料式⇒廃シンナー廃棄 ：約３０ｔ／年

５５..--44 その他環境改善

塗料系での削減廃棄物の内訳
（2008年4～12月実績に基づく予測値）

約２５７ｔ／年

22
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６. リスクコミュニケーション

1回’07年3月2日

化学物質ｾﾐﾅｰ

2回’07年3月29日

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｉｎ
大和

3回’08年9月13日

ﾘｽｺﾐ・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

神奈川県環境農政部大気水質課様、
大和市環境部環境保全課様のご協
力の許

三回のリスコミを実施
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～化学物質の情報共有と意見交換～

２００７年３月のリスクコミュニケーションでは厳しいご意見を頂きました

(1)ガスターの排出化学物質を、
化学物質アドバイザーが客観的に説明

(2)ガスターに近隣住民様が思いを直接ぶつける

・一日も早く臭いを無くしてほしい

・ガスターさんの姿勢を是非聞きたい

・新設備から無臭でも有害な物質が出てゆくことはないのか？

(3)近隣住民様にガスター工場を実際に見ていただく

(4)ガスターの改善策を皆様に聞いていただく

(5)化学物質の専門化による説明や行政の立会いによって
住民の方から信頼感を得られる

６.-2 リスクコミュニケーションの意義
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大和サイトの環境目的・目標(2008～2010年度)

環境目的 環境目標 指　標

１ 臭気対策の推進 粉体塗装設備の導入・稼動 臭気苦情ゼロ

２
有害化学物質削減
（塗料・シンナー等）

溶剤型塗料、溶剤の削減 2007年比削減60％以上

３
省エネルギーの推進
（CO2排出量削減）

省エネ設備の導入及び検討 2007年比CO2排出量削減6％以上

省エネ、省資源活動の推進 ('08年４％、'09年５％、'10年６％)

４ 廃棄物対策の推進 ゼロエミッションの維持監視 排出物量に対する最終処分量1％未満

廃棄物の排出削減
2007年比排出量削減60％以上
('08年40％、'09年50％、'10年60％)

６.-3 削減目標値の説明
2008年化学物質ｾﾐﾅｰ



26

６.-4 化学物質セミナーでの問い合わせに対して

アフターバー
ナー（700℃）
で消失します

ポリエステル粉体塗料
焼付け時に発生するガス成分

ポリエステル粉体塗料
焼付け時に発生するガス成分

新しい設備は、臭いは無くても、危険
な物質が出たりしないのですか？
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６.-5 リスコミ・フォローアップ

27
27
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６.-6 問い合わせの化学物質は消えたか

28
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６.-7 どのようにの化学物質をなくしたかをご説明

煙突から出るのは、主に水蒸気、炭酸ガス、窒素酸化物です

εカプロラクタム
検出されず

εカプロラクタム
1.5ppm 750℃

29
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７.化学物質が及ぼす地域環境への影響

臭気指数10：ほとんどの人が気
にならない臭気

臭気指数12～15：気をつければ
分かる臭気

臭気指数18～21：らくに感知でき
る臭気

測定地点 許容臭気指数 結果 判定

新 ①敷地境界線 １５ １０未満 問題なし

新 ②脱臭炉煙突 ４１ １５ 問題なし

新 ③水切り乾燥炉煙突 ３７ １４ 問題なし

旧 塗装ブース煙突 ２８ ３１ 要是正

36

第一種低層住居専用地域

準工業地域
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７.-2 新・旧：塗装設備・溶剤塗装ブース排気

排出風量全体で
約 1/12 に減少

新・塗装設備は1箇所から焼付け炉排気だけ新・塗装設備は1箇所から焼付け炉排気だけ

旧・塗装設備は2箇所からブース排気
1箇所から焼付け炉排気を放出

旧・塗装設備は2箇所からブース排気
1箇所から焼付け炉排気を放出
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N

７.-3 旧設備・溶剤塗装ブース排気の流れ①
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７.-4 新設備・脱臭炉排気の流れ②

N
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動画製作：コーティングメディア
URL www.coatingmedia.com
Web特集 - 揺れるライン塗装

新・粉体塗装設備の動画
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